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善
か
悪
か
。
白
か
黒
か
。
丁
か
半

か
。
イ
チ
か
バ
チ
か
。
二
元
論
は
シ
ン

プ
ル
で
分
か
り
や
す
く
、
人
の
心
に
刺

さ
り
や
す
い
。
ま
た
結
論
が
中
途
半
端

に
な
ら
な
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
だ
が
、
答

え
が
偏
り
、
課
題
や
問
題
点
を
覆
い
隠

し
、
現
実
世
界
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い

回
答
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
や
広
告
業
界
で
は
イ
ン

パ
ク
ト
を
強
く
す
る
た
め
あ
え
て
二
元
論
で
展

開
す
る
こ
と
が
多
く
、
冷
静
に
見
極
め
る
目
が

大
切
だ
▼
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
良
い
例

だ
。
汎
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ

ｔ
が
標
準
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
産
業
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
ベ
ー
ス
の
も

の
が
主
流
に
な
り
、
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た

フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
は
い
ず
れ
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
を
言
う
人
や
メ
デ
ィ
ア
も
あ
る
。
確
か
に

主
流
は
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
に
な
っ
て

い
る
が
、
一
方
で
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
必
要

な
超
重
要
な
区
画
や
機
器
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
バ

ス
を
使
う
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、
特
に
サ
イ

バ
ー
攻
撃
が
増
え
て
い
る
な
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
強
化
す
る
た
め
に
あ
え
て
フ
ィ
ー
ル
ド
バ

ス
に
す
る
と
い
う
選
択
も
増
え
て
い
る
。
利
便

性
や
効
率
性
を
考
え
れ
ば
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ｎ
ｅ
ｔ
に
軍
配
が
上
が
る
が
、
重
要
な
資
産
を

守
る
と
い
う
目
的
を
最
短
距
離
で
実
現
す
る
に

は
、
業
務
的
に
は
非
効
率
だ
が
、
攻
撃
手
段
や

経
路
が
限
定
さ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
と
い
う

選
択
肢
は
大
い
に
ア
リ
な
の
だ
▼
同
じ
製
品
を

作
っ
て
い
て
も
、
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
現
場
は

な
い
。
そ
の
場
所
に
よ
っ
て
特
長
や
個
性
が
あ

る
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
目
的
や
場
所
、
状
況

応
じ
て
最
適
な
選
択
肢
を
選
び
、
使
い
こ
な
し

て
い
く
こ
と
だ
。
標
準
化
は
大
切
だ
。
し
か
し

そ
れ
で
非
効
率
や
本
来
の
目
的
か
ら
遠
か
っ
た

ら
本
末
転
倒
で
し
か
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
や
広
告

は
一
つ
の
参
考
意
見
と
し
て
捉
え
、
自
社
や
状

況
に
合
わ
せ
た
技
術
や
製
品
を
選
び
、
そ
れ
を

進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

二元論に惑わされない　選択肢はもっと沢山あるはずだ

　
『
劣
化
列
島
日
本
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
本

年
度
シ
リ
ー
ズ
７
回
目
は
、
田
中
角
栄
氏
の

列
島
改
造
論
を
振
り
返
り
、
当
時
の
「
新
し

い
国
造
り
戦
略
」
を
検
証
す
る
。
半
世
紀
前

の
列
島
改
造
論
を
あ
ら
た
め
て
見
直
す
と
、

当
時
の
活
力
と
関
係
者
の
英
知
に
驚
愕
す

る
。
今
日
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
る
。
50
年
の

時
の
流
れ
の
中
で
、
な
ぜ
日
本
社
会
は
誇
り

を
失
い
、
未
来
創
造
へ
の
自
信
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
？
　
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
あ
る
も
の
の
、
主
た
る
原
因
の
一
つ

に
、
「
出
羽
守
（
で
は
の
か
み
）
」
の
存
在

が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
出
羽
守
」
と
は
欧
米
崇

拝
の
代
名
詞
で
あ
る
。
日
本
人
は
一
般
的

に
、
欧
米
社
会
を
崇
拝
す
る
傾
向
が
強
い

が
、
『
ア
メ
リ
カ
で
は
…
…
、
ド
イ
ツ
で
は

…
…
』
と
い
っ
た
「
欧
米
か
ぶ
れ
」
を
言

う
。
欧
米
の
論
理
を
鵜
呑
み
に
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
旗
印
の
も
と
で
欧
米
を
崇
拝
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
主
義
者
「
出
羽
守
」
に
よ
っ
て

日
本
全
体
が
劣
化
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
崇
拝
は
、
１
９
８
５

年
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
の
円
高
を
キ
ッ
カ
ケ
に

日
本
社
会
に
蔓
延
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降

の
日
本
社
会
で
は
、
大
企
業
の
大
半
が
自
分

た
ち
の
遺
伝
子
へ
の
自
信
を
失
い
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
変
革
を
推
進
し
た
が
、
結
果
と

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
敗
者
と
な
り
、
国
際

社
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
。
「
出
羽
守
」
が
闊
歩
す
る
前
（
バ
ブ
ル

崩
壊
以
前
）
の
日
本
は
、
欧
米
よ
り
は
る
か

に
優
れ
た
文
化
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い

た
。
こ
の
歴
史
的
証
明
が
50
年
前
の
「
列
島

改
造
論
」
で
あ
る
。
「
列
島
改
造
論
」
と

は
、
中
高
年
以
降
の
年
配
者
で
あ
れ
ば
記
憶

に
強
く
残
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
「
列
島

改
造
論
」
は
50
年
前
の
１
９
７
２
年
に
日
刊

工
業
新
聞
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
一
冊
の
本
か

ら
始
ま
っ
た
。
著
者
は
70
％
の
支
持
率
を
誇

っ
た
伝
説
的
首
相
田
中
角
栄
氏
で
あ
り
、
異

例
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

る
。
出
版
当
時
の
田
中
角
栄
氏
は
、
通
商
産

業
省
（
現
経
済
産
業
省
）
大
臣
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
首
相
に
就
任
し
た
田
中
角
栄
氏

は
、
列
島
改
造
論
を
積
極
的
に
推
進
し
『
角

栄
流
新
し
い
国
造
り
』
と
謳
わ
れ
、
当
時
の

経
済
界
は
、
列
島
改
造
論
を
成
長
の
糧
と
し

て
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
。
地
方
を
見
据

え
「
過
疎
と
過
密
」
同
時
解
消
の
打
ち
手
と

し
て
新
幹
線
・
高
速
道
も
全
国
に
広
め
ら

れ
、
日
本
を
狂
乱
的
な
発
展
に
導
い
た
。

　
日
刊
工
業
新
聞
で
は
、
６
月
の
記
事
に
50

年
前
の
日
本
列
島
改
造
論
の
特
集
を
組
み
、

半
世
紀
を
経
た
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

列
島
改
造
論
の
検
証
を
し
て
い
る
。
日
刊
工

業
新
聞
の
こ
の
特
集
を
読
む
と
、
田
中
角
栄

氏
の
政
治
的
手
腕
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
通

産
省
が
発
信
し
た
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
に

見
え
て
く
る
。
欧
米
の
受
け
売
り
で
は
な

く
、
日
本
人
が
日
本
の
誇
り
を
持
っ
て
未
来

を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
感
銘
を
覚
え
る
。

日
刊
工
業
新
聞
で
は
列
島
改
造
論
を
次
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
。
『
戦
後
の
繊
維
な
ど

の
軽
工
業
か
ら
鉄
鋼
や
化
学
と
い
っ
た
重
化

学
工
業
へ
の
転
換
を
主
導
し
て
き
た
通
産
省

が
「
３
の
矢
」
と
し
て
放
っ
た
知
識
集
約
型

産
業
へ
の
転
換
を
国
家
戦
略
に
据
え
て
い

る
。
列
島
改
造
論
の
中
で
は
、
強
化
す
べ
き

分
野
が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
電
子

計
算
機
・
航
空
機
・
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
・
情
報

処
理
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
…

…
、
い
ず
れ
も
現
在
の
日
本
経
済
を
支
え
て

い
る
産
業
群
ば
か
り
…
…
列
島
改
造
論
で
謳

わ
れ
た
「
新
た
な
日
本
」
ビ
ジ
ョ
ン
の
先
見

性
に
改
め
て
驚
愕
す
る
』
（
抜
粋
）
。
ま

た
、
田
中
角
栄
氏
は
列
島
改
造
論
の
最
後
に

『
敗
戦
の
焼
け
跡
か
ら
今
日
の
日
本
を
建
設

し
た
お
互
い
の
汗
と
力
、
知
恵
と
技
術
を
結

集
す
れ
ば
、
大
都
市
や
産
業
が
主
人
公
で
は

な
く
、
人
間
と
太
陽
と
緑
が
主
人
公
と
な
る

「
人
間
復
権
」
の
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ

と
は
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
』
と
結
ん
で

い
る
。
国
家
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
結
び
で
あ

る
。
列
島
改
造
論
以
降
の
日
本
で
は
、
列
島

改
造
論
が
中
心
軸
と
な
っ
て
、
日
本
経
済
は

大
い
に
成
長
し
、
安
全
で
豊
か
な
日
本
が
創

造
さ
れ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
日
本
は

グ
ロ
ー
バ
ル
主
義
を
標
榜
し
、
国
家
戦
略
す

ら
も
見
失
っ
た
。
か
つ
て
は
世
界
を
席
巻
し

た
電
子
技
術
も
、
Ｗ
ｅ
ｂ
１
・
０
、
Ｗ
ｅ
ｂ

２
・
０
の
時
代
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
、
Ｇ
Ａ

Ｆ
Ａ
に
取
っ
て
代
わ
り
、
日
本
の
出
る
幕
も

な
い
。

　
列
島
改
造
論
か
ら
50
年
。
今
ま
さ
に
50
年

前
の
日
本
を
学
ぶ
時
で
あ
る
。
数
十
年
に
わ

た
り
日
本
経
済
を
苦
し
め
て
き
た
円
高
が
消

滅
し
、
円
安
時
代
が
や
っ
て
き
た
が
、
今
の

日
本
で
は
依
然
と
し
て
出
羽
守
に
支
配
さ
れ

続
け
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
異
常
な
ま
で
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
傾
注
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

み
で
未
来
を
創
造
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
で

あ
る
が
、
欧
米
由
来
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
重
要
戦

略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
極
端
な
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
が
「
劣
化
列
島
日
本
」
の
象
徴

と
し
て
、
日
本
経
済
の
破
滅
を
導
く
危
険
を

多
く
の
知
識
人
が
指
摘
し
て
い
る
。
経
団
連

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
も
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
の
大
幅
増
加
や
原
発
再
稼
働
な
ど
の

脱
炭
素
を
取
り
ま
と
め
、
官
邸
へ
の
答
申
を

行
っ
て
い
る
が
、
50
年
前
の
列
島
改
造
論
と

比
較
し
た
ら
、
そ
の
中
身
の
重
み
は
誰
の
目

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
出
羽
守
の
洗
脳
は

強
烈
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
今
日
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
旗
印
の
も
と
で
進
め
ら
れ
る
太
陽
光

発
電
は
、
森
を
切
り
倒
し
無
機
質
な
パ
ネ
ル

を
敷
き
詰
め
る
活
動
が
正
義
と
さ
れ
る
異
様

な
社
会
を
生
み
出
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
を
吸

収
す
る
森
を
消
滅
さ
せ
、
美
し
い
自
然
を
破

壊
し
、
ゴ
ミ
と
な
る
無
機
質
パ
ネ
ル
を
埋
め

尽
す
今
日
の
戦
略
を
、
50
年
後
の
人
々
は
ど

う
評
価
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
「
人
間
と
太

陽
と
緑
が
主
人
公
と
な
る
人
間
復
権
」
は
、

50
年
前
田
中
角
栄
氏
の
結
び
の
言
葉
で
あ
る

が
、
50
年
前
の
通
産
省
は
じ
め
、
す
べ
て
の

関
係
者
の
英
知
と
団
結
に
感
謝
し
、
あ
ら
た

め
て
か
み
し
め
た
い
言
葉
で
あ
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●89●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
⑦

50
年
前
に
タ
イ
ム
マ
シ
ン『
日
本
列
島
改
造
論
』

産業用ネットワーク　シェア上位規格の推移
1位 2位 3位 4位 5位

2015 PROFIBUS EtherNet／IP
PROFINET - Modbus DeviceNet

CC-Link
2016 PROFIBUS EtherNet／IP PROFINET Modbus EtherCAT

2017 PROFIBUS EtherNet／IP
PROFINET - EtherCAT Modbus

CC-Link

2018 EtherNet／IP PROFINET PROFIBUS EtherCAT Modbus
CC-Link

2019 EtherNet／IP PROFINET PROFIBUS EtherCAT CC-Link

2020 EtherNet／IP
PROFINET - PROFIBUS EtherCAT Modbus-TCP

Modbus- RTU

2021 PROFINET EtherNet／IP PROFIBUS
EtherCAT - Modbus-TCP

Modbus- RTU

2022 EtherNet／IP
PROFINET - EtherCAT PROFIBUS Modbus-TCP

太字は産業用Ethernet

フィールドバスからイーサネットへ
産業用ネットワーク

場
面
や
環
境
で
使
い
分
け
も

産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ｎ
ｅ
ｔ
が
メ
イ
ン
に

　
産
業
用
通
信
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
機
器
大
手
の
Ｈ
Ｍ
Ｓ
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ス
は
毎
年
、
Ｆ
Ａ
分
野

で
新
規
設
置
さ
れ
た
ノ
ー
ド

が
、
ど
の
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
つ
な
が
れ
て
い
る
か

を
調
査
し
「
産
業
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
場
シ
ェ
ア
動
向
」

と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

　
こ
れ
を
も
と
に
振
り
返
る

と
、
２
０
１
５
年
時
点
で
は

新
規
ノ
ー
ド
に
お
け
る
フ
ィ

ー
ル
ド
バ
ス
の
シ
ェ
ア
が
66

％
あ
っ
た
の
に
対
し
、
産
業

用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
は
34

％
。
約
２
倍
の
開
き
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
２
０
１
６
年
に

は
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
が
58

％
、
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ

ｅ
ｔ
が
38
％
と
な
り
、
２
０

１
７
年
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
バ

ス
48
％
、
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
46
％
と
接
近
。
２

０
１
８
年
に
は
、
つ
い
に
産

業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
52

％
、
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
42
％

と
逆
転
し
、
産
業
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
主
流
の
時
代
が
本

格
的
に
は
じ
ま
る
大
き
な
転

換
期
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
９
年
か
ら
は
産
業

用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
の
勢

い
が
加
速
し
、
逆
に
フ
ィ
ー

ル
ド
バ
ス
は
ノ
ー
ド
数
が
減

る
形
に
な
り
、
シ
ェ
ア
も
産

業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
が

59
％
、
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
が

35
％
と
一
気
に
差
が
開
い

た
。
２
０
２
０
年
に
は
産
業

用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
が
64

％
、
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
が
30

％
、
２
０
２
１
年
は
産
業
用

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
が
65

％
、
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
が
28

％
と
な
っ
た
。

信
頼
・
安
定
性
重
視
は

フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
選
択

　
し
か
し
な
が
ら
２
０
２
２

年
に
な
る
と
ま
た
少
し
流
れ

が
変
わ
っ
て
い
る
。
シ
ェ
ア

と
し
て
は
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
が
66
％
と
高
ま

り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
は
27

％
と
下
が
る
結
果
に
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
の
成
長
率
が
フ

ィ
ー
ル
ド
バ
ス
の
そ
れ
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
た
め

で
、
ノ
ー
ド
数
全
体
と
し
て

は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
特
に

フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
は
健
闘
。

新
技
術
よ
り
も
実
績
や
安
定

性
、
信
頼
性
を
求
め
る
ケ
ー

ス
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
が

選
ば
れ
る
傾
向
が
出
て
き
て

お
り
、
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ｎ
ｅ
ｔ
が
さ
ら
に
拡
大
す
る

の
は
間
違
い
な
い
が
、
場
面

や
環
境
に
よ
っ
て
両
者
を
使

い
分
け
る
と
い
う
形
が
見
え

て
き
て
い
る
。

三
つ
巴
の
争
い
へ

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
別
シ
ェ
ア

も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

２
０
１
５
年
か
ら
２
０
１
７

年
ま
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス

の
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
が
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
だ
っ
た
が
、
２

０
１
８
年
に
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
の
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
が
初
め
て
首

位
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
今
ま

で
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ

Ｐ
と
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
が

僅
差
で
争
う
構
図
が
続
い
て

い
る
。
ま
た
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ

Ａ
Ｔ
が
じ
わ
じ
わ
と
シ
ェ
ア

を
積
み
上
げ
、
直
近
の
２
０

２
２
年
で
は
11
％
ま
で
高
め

て
い
る
。
ま
た
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ

ｓ
が
最
新
の
工
場
で
フ
ィ
ー

ル
ド
バ
ス
の
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ

―
Ｒ
Ｔ
Ｕ
と
、
産
業
用
Ｅ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
の
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ

ｕ
ｓ
―
Ｔ
Ｃ
Ｐ
を
使
い
分
け

な
が
ら
連
携
さ
せ
る
利
用
方

法
で
拡
大
し
て
き
て
い
る
の

も
注
目
だ
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
日
本
委
員
会
設
立

自
動
車
産
業
の
意
見
発
信

フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト

泉
州
電
業
と
特
約
店
契
約

　
は
ん
だ
付
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
の
ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
ッ
ク

ス
と
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
国
際
標
準
化
団
体
の
Ｉ
Ｐ

Ｃ
　
Ａ
ｓ
ｉ
ａ
　
Ｐ
ａ
ｃ
ｉ

ｆ
ｉ
ｃ
は
、
日
本
で
初
と
な

る
国
際
規
格
開
発
委
員
会
タ

ス
ク
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
日

本
委
員
会
タ
ス
ク
グ
ル
ー

プ
）
を
設
立
し
た
。

　
自
動
車
用
途
向
け
追
加
規

格
に
は
、
自
動
車
業
界
が
要

求
す
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

お
よ
び
電
子
基
板
の
高
信
頼

性
を
満
た
す
品
質
要
件
お
よ

び
工
程
規
格
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
自
動
車
業
界
が
求

め
る
高
信
頼
性
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
製
品
の
工
程
管
理
と

組
立
を
実
現
す
る
に
は
、

「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
　
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ｄ
―

０
０
１
：
は
ん
だ
付
け
さ
れ

る
電
気
お
よ
び
電
子
組
立
品

に
関
す
る
要
求
事
項
」
と
、

「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
―
Ａ
―
６
１
０
：

電
子
組
立
品
の
許
容
基
準
」

の
基
本
規
格
に
加
え
て
、
ま

た
は
代
替
し
て
追
加
規
格
の

使
用
が
求
め
ら
れ
る
。

　
同
委
員
会
は
、
日
本
の
自

動
車
や
車
載
部
品
企
業
か
ら

の
意
見
を
聞
い
て
、
そ
れ
を

取
り
ま
と
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル

に
提
案
し
、
日
本
自
動
車
業

界
の
要
求
を
規
格
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
現
在
、
17
の
企
業
・
研
究

機
関
が
参
加
。
東
海
理
化
が

委
員
長
と
な
り
、
副
委
員
長

に
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
委
員
に

は
デ
ン
ソ
ー
、
ア
イ
シ
ン
、

日
本
精
工
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ

ム
ズ
、
シ
ー
ク
ス
、
オ
ム
ロ

ン
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
ズ
、
日
本
航
空
電
子
工

業
、
千
住
金
属
工
業
、
日
本

ス
ペ
リ
ア
社
、
タ
ム
ラ
製
作

所
、
ハ
リ
マ
化
成
グ
ル
ー

プ
。
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー

ド
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
３
Ｄ
実
装
協

働
研
究
所
、
国
立
研
究
開
発

法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
も
参
加
。

事
務
局
は
ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
ッ

ク
ス
が
務
め
る
。

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ

ク
ト
（
横
浜
市
港
北
区
）

は
、
２
０
２
２
年
７
月
か
ら

泉
州
電
業
（
大
阪
府
吹
田

市
、
西
村
元
秀
社
長
）
と
特

約
店
契
約
を
結
ん
だ
。

　
泉
州
電
業
は
１
９
４
９
年

設
立
。
Ｆ
Ａ
・
機
器
・
通
信

・
電
力
や
光
フ
ァ
イ
バ
な
ど

の
電
線
の
総
合
商
社
と
し
て

70
年
余
の
社
歴
を
誇
り
、
近

年
は
情
報
通
信
市
場
の
拡
大

に
呼
応
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

関
連
事
業
も
拡
大
し
て
い

る
。

　
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場
に
上

場
し
て
お
り
、
21
年
10
月
期

の
連
結
売
上
高
約
９
２
５
億

円
で
、
今
期
は
１
０
８
０
億

円
を
目
指
し
て
い
る
。
国
内

に
17
カ
所
、
海
外
に
６
カ
所

に
拠
点
が
あ
る
。

　
な
お
、
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・

コ
ン
タ
ク
ト
の
国
内
で
の
特

約
店
は
24
社
に
な
っ
た
。

　
い
ま
や
「
つ
な
が
る
」
は
当
た
り
前
の
概
念
と
な
り
、
産
業
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
生
産
設
備
を
は
じ
め
工
場
内
に
あ
る
機
器
同
士
を
接
続

し
、
情
報
を
や
り
と
り
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
年
々
拡
大
・
高

度
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
フ
ィ
ー
ル

ド
バ
ス
だ
っ
た
が
、
こ
の
５
年
ほ
ど
で
主
流
は
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
ベ

ー
ス
の
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
へ
移
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
オ
ー

プ
ン
化
で
相
互
接
続
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
は
言
え
、
規
格
間
の
シ
ェ

ア
争
い
も
激
し
く
な
っ
て
い
る
。 

（
関
連
特
集
４
〜
５
面
）
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戸
上
電
機
製
作
所
は
、
直

流
操
作
形
電
磁
開
閉
器
「
Ｐ

Ａ
Ｋ
―
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ

い
て
、
先
行
販
売
し
て
い
た

12
Ａ
フ
レ
ー
ム
に
続
き
、
20

Ａ
フ
レ
ー
ム
、
32
Ａ
フ
レ
ー

ム
を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
、
エ
コ
、
省
エ
ネ
の
観

点
か
ら
直
流
化
が
進
む
設
備

用
機
器
で
、
制
御
ボ
ッ
ク
ス

の
小
型
化
な
ど
に
役
立
つ
製

た
モ
ノ
の
流
れ
や
評
価
指
標

か
ら
、
全
体
の
モ
ノ
の
流
れ

に
お
け
る
工
程
間
仕
掛
け
や

工
程
内
仕
掛
け
、
滞
留
な
ど

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
課

題
を
発
見
・
分
析
す
る
こ
と

で
、
継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
改

善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
導
入
に

か
か
る
初
期
費
用
は
２
０
０

万
円
か
ら
。
別
途
、
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
（
エ
ッ
ジ
端
末
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
等
）
購
入

費
や
設
置
費
等
が
必
要
と
な

る
。
サ
ー
ビ
ス
費
は
年
間
１

５
０
万
円
か
ら
。
ク
ラ
ウ
ド

利
用
料
の
ほ
か
シ
ス
テ
ム
保

守
費
を
含
む
。
今
後
３
年
間

で
約
１
０
０
社
へ
の
提
供
を

目
指
す
。

　
ミ
ス
ミ
は
、
デ
ジ
タ
ル
機

械
部
品
調
達
サ
ー
ビ
ス
「
ｍ

ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
」
で
、
３
Ｄ
デ
ー

タ
か
ら
穴
属
性
情
報
を
自
動

認
識
す
る
「
穴
タ
イ
プ
自
動

認
識
機
能
」
を
新
た
に
提
供

開
始
し
た
。

　
従
来
、
穴
加
工
を
必
要
と

す
る
機
械
部
品
の
見
積
時
、

ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
画
面
上
で
手
動

で
穴
属
性
情
報
の
設
定
が
必

要
だ
っ
た
が
、
新
機
能
で
は

３
Ｄ
デ
ー
タ
か
ら
自
動
認
識

さ
れ
る
た
め
、
手
動
設
定
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
、
見
積
時

の
作
業
効
率
が
25
％
向
上
す

る
。
現
在
は
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
フ

ァ
イ
ル
に
対
応
し
て
い
る

が
、
今
後
そ
の
他
Ｃ
Ａ
Ｄ
の

ネ
イ
テ
ィ
ブ
フ
ァ
イ
ル
へ
の

対
応
も
予
定
し
て
い
る
。

イ
ル
の
う
な
り
音
を
防
止
。

11
Ｗ
か
ら
４
・
５
Ｗ
へ
の
大

幅
な
省
電
力
化
も
実
現
し

た
。
耐
圧
力
容
器
構
造
に
よ

っ
て
コ
イ
ル
交
換
時
に
流
路

が
露
出
せ
ず
、
流
体
の
外
部

漏
れ
も
防
止
。
静
音
ゴ
ム
に

よ
り
作
動
時
の
金
属
音
を
従

来
品
比
35
％
低
減
し
、
医
療

機
関
や
研
究
室
な
ど
、
静
か

な
環
境
で
も
使
用
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
ク
リ
ッ
プ
に
よ
っ
て

コ
イ
ル
を
ワ
ン
タ
ッ
チ
脱
着

で
き
る
高
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
を
持
ち
、
コ
イ
ル
が
３
６

０
度
回
転
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
レ
イ
ア
ウ
ト
自
由
度
が
高

く
、
狭
小
ス
ペ
ー
ス
に
も
取

り
付
け
可
能
。

　
主
な
用
途
は
、
圧
縮
空
気

の
供
給
、
エ
ア
ブ
ロ
ー
の
制

御
、
２
次
電
池
製
造
工
程
で

の
ド
ラ
イ
エ
ア
供
給
、
Ｎ
２

（
不
活
性
ガ
ス
）
パ
ー
ジ
、

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

イ
ノ
ベ
ー
タ
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

活
用
し
て
工
場
全
体
の
実
績

情
報
を
収
集
・
可
視
化
す
る

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
造
業
工
程
デ
ジ

タ
ル
化
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

を
、
組
立
・
加
工
製
造
業
向

け
に
提
供
開
始
し
た
。

　
同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

既
存
伝
票
に
印
刷
し
た
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
、
モ
ノ
や
原
材

料
の
払
出
時
刻
、
各
工
程
の

着
手
時
刻
、
完
了
時
刻
な
ど

の
日
時
の
実
績
情
報
を
収
集

し
、
ク
ラ
ウ
ド
に
送
信
す
る

「
実
績
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
」

と
ク
ラ
ウ
ド
上
で
生
産
状
況

の
実
態
を
定
量
的
に
可
視
化

す
る
「
プ
ロ
セ
ス
管
理
ボ
ー

ド
」
と
「
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
」
の
機
能
を
提
供
す
る
。

　
「
プ
ロ
セ
ス
管
理
ボ
ー

ド
」
と
「
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
」
に
よ
っ
て
可
視
化
さ
れ

　
日
東
工
業
は
、
ハ
イ
パ
ー

ス
ケ
ー
ル
デ
ー
タ
セ
ン
タ
に

対
応
し
た
サ
ー
バ

ラ
ッ
ク
「
Ｆ
Ｄ
シ

リ
ー
ズ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
タ

イ
プ
」
＝
写
真
＝

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
業

界
最
高
レ
ベ
ル
の

耐
震
荷
重
を
実
現

し
た
堅
牢
性
を
持

ち
、
許
容
荷
重

（
静
荷
重
）
は
１

５
５
０
㌔
㌘
。
パ

ネ
ル
取
り
付
け
有

効
ス
ペ
ー
ス
は
従

来
の
43
Ｕ
、
50
Ｕ

に
、
52
Ｕ
を
新
た

に
追
加
し
た
。

　
前
面
マ
ウ
ン
ト

ア
ン
グ
ル
、
背
面

マ
ウ
ン
ト
ア
ン
グ

ル
そ
れ
ぞ
れ
20
㍉
㍍
ピ
ッ
チ

で
１
０
０
㍉
㍍
移
動
可
能
と

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
搭

載
機
器
へ
の
対
応
が

可
能
。
ま
た
、
マ
ウ

ン
ト
ア
ン
グ
ル
位
置

に
追
従
し
た
エ
ア
シ

ー
ル
ド
を
標
準
装
備

し
て
い
る
。

　
配
線
ス
ペ
ー
ス
を

約
22
％
拡
大
し
、
背

面
側
の
電
源
や
前
後

配
線
の
作
業
性
を
向

上
。
天
井
に
開
口

（
シ
ー
ト
）
を
標
準

装
備
し
入
出
配
線
に

対
応
し
、
キ
ャ
ッ
ピ

ン
グ
の
エ
ア
漏
れ
に

も
対
応
。
ま
た
、
ア

ン
カ
ー
位
置
を
四
隅

に
す
る
こ
と
で
、
設

置
作
業
の
作
業
性
と

耐
震
性
も
向

上
さ
せ
て
い

る
。

　
塗
装
色
は

ペ
ー
ル
ホ
ワ

イ
ト
、
ブ
ラ

ッ
ク
の
２
色

を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
て
い

る
。

　
ア
メ
リ
カ
映
画
の
西
部
劇
が

全
盛
の
時
代
に
よ
く
出
て
く
る

シ
ー
ン
が
あ
る
。
騎
兵
隊
マ
ー

チ
が
流
れ
、
隊
列
を
組
ん
で
前

進
す
る
隊
が
隊
長
の
号
令
で
一

斉
に
止
ま
る
。
こ
の
先
の
地
形

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
敵

対
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
待
ち

伏
せ
し
て
い
な
い
か
等
を
探
ら

せ
る
た
め
に
１
、
２
人
の
隊
員

を
選
ん
で
斥
候
（
せ
っ
こ
う
）

に
出
す
シ
ー
ン
で
あ
る
。

　
斥
候
に
選
ば
れ
た
兵
は
状
況

に
よ
っ
て
は
追
跡
や
攻
撃
を
す

る
が
主
と
す
る
役
目
は
偵
察
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
斥
候
の
優

劣
は
隊
の
安
全
に
か
か
わ
っ
て

い
る
。
令
和
の
製
造
業
は
ど
ん

な
展
開
を
す
る
の
か
、
機
器
部

品
業
界
は
ど
う
な
る
の
か
等
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
状
況
を
ど
の
よ
う

に
見
る
か
に
よ
っ
て
販
売
体
制

や
販
売
の
戦
術
、
戦
法
が
決
ま

っ
て
い
く
。

　
前
回
少
し
述
べ
た
よ
う
に
営

業
所
を
増
や
し
て
地
域
密
着
型

で
い
く
の
か
、
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
活
用
し
た
営
業
の
デ
ジ
タ
ル

化
で
い
く
の
か
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
を

ト
ー
タ
ル
で
提
案
す
る
シ
ス
テ

ム
提
案
型
で
い
く
の
か
、
ロ
ボ

ッ
ト
や
情
報
機
器
と
い
っ
た
分

野
へ
向
か
っ
て
い
く
の
か
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
一
般
の
販
売
店
は
方

向
性
を
明
確
に
決
め
か
ね
て
、

そ
れ
ら
の
要
素
を
加
え
て
現
状

強
化
営
業
を
進
め
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
販
売
員
に
掛
け
持

ち
の
追
加
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え

て
も
結
局
従
来
通
り
の
営
業
に

引
っ
張
ら
れ
て
新
し
い
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
な
か
な
か
根
付
か
な

い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
折
裏
型

の
組
織
を
作
る
に
は
資
金
や
人

が
足
り
な
い
。

　
こ
う
い
う
場
合
に
は
世
間
の

流
れ
に
引
っ
張
ら
れ
ず
に
、
販

売
員
を
斥
候
兵
に
し
て
顧
客
の

実
際
を
偵
察
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
の
が
い
い
。
し
か
し
現

在
の
販
売
員
は
斥
候
能
力
を
持

つ
よ
う
に
は
鍛
え
ら
れ
て
い
な

い
。
顧
客
の
様
子
を
探
れ
と
い

う
指
示
を
出
し
て
も
、
最
近
仕

事
が
少
な
い
と
か
忙
し
い
と
か

の
景
気
動
向
や
、
改
造
の
仕
事

が
多
い
と
か
機
能
を
追
加
し
た

新
製
品
の
設
計
を
手
掛
け
て
い

る
等
の
ざ
っ
く
り
と
し
た
仕
事

内
容
の
把
握
く
ら
い
な
こ
と
で

あ
る
。

　
景
気
の
動
向
に
し
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
し
て
も
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か

は
聞
こ
う
と
し
な
い
。
こ
の
こ

と
は
売
り
上
げ
に
は
関
心
は
あ

る
が
、
顧
客
自
身
に
は
関
心
が

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
斥
候
能
力
不
足

は
安
心
感
か
ら
来
る
も
の
な
の

だ
。
歴
代
の
営
業
担
当
者
が
長

い
月
年
を
か
け
て
顧
客
と
の
関

係
を
築
い
て
き
た
。
だ
か
ら
売

り
上
げ
不
振
の
時
で
も
考
え
て

思
い
つ
く
よ
う
な
営
業
活
動
、

例
え
ば
そ
れ
ま
で
の
力
の
入
っ

て
い
な
か
っ
た
メ
ー
カ
ー
商
品

の
拡
販
や
、
メ
ー
カ
ー
商
品
の

切
り
替
え
の
強
化
営
業
な
ど
を

実
行
す
れ
ば
顧
客
は
い
く
ら
か

応
え
て
く
れ
る
。
結
果
的
に
売

り
上
げ
は
回
復
す
る
か
ら
顧
客

を
深
く
探
る
ま
で
に
は
至
ら
な

い
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
あ
り
が

た
い
顧
客
に
囲
ま
れ
て
売
り
上

げ
は
安
定
し
て
い
た
平
成
時
代

で
あ
っ
た
が
、
今
後
と
も
あ
り

が
た
い
顧
客
で
い
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
現
状
の

顧
客
か
ら
出
て
く
る
商
談
テ
ー

マ
の
進
捗
を
厳
し
く
管
理
し
て

も
顧
客
に
関
心
を
向
け
な
い
営

業
で
は
大
き
な
伸
び
は
見
込
め

な
い
の
だ
。

　
そ
の
裏
付
け
の
一
つ
と
し

て
、
顧
客
の
売
り
上
げ
を
伸
ば

す
た
め
に
、
新
商
品
を
紹
介
す

る
が
あ
ま
り
興
味
を
示
し
て
く

れ
な
い
と
販
売
員
は
感
じ
て
い

る
こ
と
だ
。
販
売
員
が
そ
の
よ

う
に
感
じ
る
の
は
正
し
い
の
だ

が
、
顧
客
に
向
い
て
い
る
良
い

商
品
が
な
い
と
思
う
だ
け
で
販

売
員
自
身
の
斥
候
能
力
不
足
に

関
係
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な

い
。

　
顧
客
に
関
す
る
事
情
と
い
え

ば
過
去
か
ら
築
か
れ
て
き
た
信

頼
関
係
や
過
去
の
担
当
か
ら
引

き
継
い
だ
情
報
で
止
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
実
際
に
は
顧

客
事
情
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
る
。
斥
候
兵
を
出
し
て
前
進

す
る
騎
兵
隊
を
見
習
う
べ
き

だ
。
販
売
員
に
斥
候
能
力
不
足

を
感
じ
て
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
で
教

え
る
の
も
い
い
が
一
番
い
い
の

は
営
業
活
動
に
斥
候
の
訓
練
項

目
を
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
前
述
べ
た
昭
和
時
代
の
三

新
運
動
は
、
新
商
品
、
新
需

要
、
新
用
途
の
三
つ
の
「
新
」

を
掲
げ
て
売
り
上
げ
拡
大
を
図

っ
た
作
戦
で
あ
っ
た
。
結
果
と

し
て
売
り
上
げ
は
伸
び
た
し
販

売
員
の
斥
候
能
力
も
上
が
っ

た
。
日
々
営
業
活
動
の
や
り
方

次
第
で
斥
候
能
力
の
訓
練
は
で

き
る
の
で
あ
る
。

新
商
品
に
興
味
示
さ
ぬ
顧
客
対
策

斥
候
能
力
が
前
進
す
る
道
を
作
る

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

従
来

品
比

４
倍
の
耐
久
性
能

　

高
耐
食
性
材
料
も
採
用

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
多
種
流
体
制
御
用
直
動
式
２
・
３
ポ
ー
ト
電
磁
弁
「
マ
ル
チ

フ
ィ
ッ
ト
バ
ル
ブ
」
を
発
売
し
た
。
同
製
品
は
、
従
来
品
比
４
倍
の
耐
久
性

能
を
持
ち
、
ド
ラ
イ
エ
ア
で
も
一
般
エ
ア
と
同
等
の
２
０
０
０
万
回
の
繰
り

返
し
利
用
可
能
。

　
プ
ラ
ン
ジ
ャ
と
フ
レ
ア
パ

イ
プ
に
高
耐
食
性
材
料
を
採

用
し
、
耐
食
性
が
大
幅
に
向

上
。
黄
銅
ボ
デ
ィ
に
脱
亜
鉛

腐
食
黄
銅
を
採
用
し
、
内
部

漏
れ
の
リ
ス
ク
も
低
減
。
フ

レ
ア
パ
イ
プ
は
溶
接
レ
ス
一

体
成
型
と
す
る
こ
と
で
接
液

部
の
錆
び
の
発
生
を
低
減
し

て
い
る
。

　
全
波
整
流
器
搭
載
コ
イ
ル

を
標
準
装
備
（
Ａ
Ｃ
タ
イ

プ
）
し
、
異
物
の
噛
み
込
み

に
よ
っ
て
発
生
す
る
Ａ
Ｃ
コ

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
（
滋
賀
県

大
津
市
雄
琴
）
は
、
災
害
発

生
や
設
備
の
遠
隔
監
視
シ
ス

テ
ム
を
ト
ー
タ
ル
で
提
供
す

る
「
ク
イ
ッ
ク
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
を
７
月
14

日
か
ら
開
始
し
た
。

　
ク
イ
ッ
ク
・
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
は
、
セ
ン
サ
ー

お
よ
び
無
線
ユ
ニ
ッ
ト
の
機

器
代
と
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
遠
隔
監
視
で
き

る
ビ
ュ
ー
ワ
ー
使
用
料
、
通

信
費
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た

も
の
。

　
５
年
契
約
で
は
１
地
点
に

つ
き
月
額
２
０
０
０
円
か
ら

運
用
可
能
。

　
各
自
治
体
で
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定
地
域

が
広
が
っ
て
お
り
、
ま
た
土

砂
災
害
へ
の
警
戒
感
も
高
ま

っ
て
い
る
中
で
、
同
社
で
は

Ｉ
ｏ
Ｔ
無
線
ユ
ニ
ッ
ト
や
、

冠
水
セ
ン
サ
ー
、
傾
斜
セ
ン

サ
ー
を
販
売
し
て
い
る
。

　
今
回
ビ
ュ
ー
ワ
ー
も
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
て
シ
ス
テ
ム
で

の
提
供
体
制
を
整
え
、
遠
隔

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
安
価
か
つ

早
期
に
実
現
。
減
災
対
策
の

迅
速
化
や
人
件
費
削
減
、
企

業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
に
貢
献
し

て
い
く
。

多種流体制御用直動式２・３ポート電磁弁 
「マルチフィットバルブ」

「NEC製造業工程デジタル化ソリューション」の利用イメージ

ＣＫＤ　多種流体制御用直動式２・３ポート電磁弁

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
タ

「
工
場
全
体
の
実
績
」可
視
化

品
と
し
て
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

　
業
界
最
小
ク
ラ
ス
の
横
幅

に
削
減
し
た
こ
と
で
制
御
ボ

ッ
ク
ス
の
小
型
化
に
貢
献
。

周
囲
温
度
70
℃
ま
で
使
用
可

能
と
な
り
、
使
用
用
途
の
幅

が
広
が
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
が
直
角
ア
ク

セ
ス
で
き
る
た
め
、
ね
じ
取

り
付
け
作
業
時
に
ド
ラ
イ
バ

ー
を
傾
け
ず
作
業
性
が
向
上

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
７
月

か
ら
受
注
を
開
始
し
、
販
売

開
始
は
11
月
１
日
以
降
。
納

品
時
期
も
11
月
以
降
と
な

る
。

ロ
セ
ス
用
イ
ン
バ
ー
タ
盤

「
Ａ
ｌ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ａ
Ｔ

Ｖ
６
０
０
」
＝
写
真
＝
を
発

売
し
た
。

　
「
Ａ
ｌ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ａ

Ｔ
Ｖ
２
１
２
」
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
や
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
簡
単
に
統

合
で
き
る
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
向
け
イ

ン
バ
ー
タ
。
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
フ

ァ
ン
・
ポ
ン
プ
・
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
向
け
に
最
適
で
、
Ｃ

―
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
よ
り
高
調
波
対
策
済
み
。

　
「
Ａ
ｌ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ａ

Ｔ
Ｖ
６
０
０
」
は
、
気
体
・

流
体
の
省
エ
ネ
制
御
向
け
イ

ン
バ
ー
タ
ー
盤
。
プ
ロ
セ
ス

制
御
の
フ
ァ
ン
や
ポ
ン
プ
、

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
気
体

・
流
体
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

制
御
に
特
化
し
た
ド
ラ
イ
ブ

と
な
り
、
０
・
75
〜
２
６
０

０
kW
ま
で
対
応
し
て
い
る
。

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー
は
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
を
内
製
す

る
際
に
便
利
な
ロ
ボ
ッ
ト
用
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
「
Ｒ
Ｊ
シ
リ
ー
ズ
」
＝
写
真
＝

を
発
売
し
た
。
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
を
互

い
違
い
に
配
置
す
る
こ
と
で
ア
ー
ム
の

高
さ
方
向
の
省
ス
ペ
ー
ス
化
が
可
能
。

ロ
ボ
ッ
ト
装
着
時
で
Ａ
Ｚ
シ
リ
ー
ズ
と

比
較
し
た
場
合
、
高
さ
を
54
％
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
装
着
時

に
は
モ
ー
タ
ー
部
の
張
り
出
し
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

の
有
効
活
用
が
可
能
。
ま
た
連
結
部
品

（
カ
ラ
ー
）
が
不
要
で
、
設
計
や
組
付

け
の
手
間
、
部
品
コ
ス
ト
の
削
減
が
図

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
と
ド
ラ
イ
バ
は
ケ

ー
ブ
ル
１
本
で
簡
単
ダ
イ
レ
ク
ト
に
接

続
可
能
。
面
倒
な
動
力
線
・
信
号
線
・

電
磁
ブ
レ
ー
キ
線
・
ア
ー
ス
線
の
接
続

も
コ
ネ
ク
タ
で
ワ
ン
タ
ッ
チ
接
続
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
質
量
は
１
・
07
㌔
㌘
、
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
本
体
の
定
価
は
14
万
円
か
ら
。

オプテックス　遠隔モニタリング

減災、ＢＣＰ対策に貢献

洗
浄
液
の
給
水
・
排
水
制

御
、
冷
却
水
に
よ
る
温
度
制

御
、
タ
ー
ビ
ン
油
の
制
御
、

ク
ー
ラ
ン
ト
・
切
削
油
の
制

御
、
真
空
の
切
り
替
え
制

御
、
吸
着
制
御
な
ど
。

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
、プ
ロ
セ
ス
用
イ
ン
バ
ー
タ

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
用
イ

ン
バ
ー
タ
「
Ａ
ｌ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

ｒ
　
Ａ
Ｔ
Ｖ
２
１
２
」
と
プ

日東工業　サーバラック

ハイパースケールＤＣ対応

ミ
ス
ミ「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
」

「
穴
タ
イ
プ
自
動
認
識
」提
供

戸
上
電
機
製
作
所

直
流
操
作
形
電
磁
開
閉
器

20
Ａ
、32
Ａ
フ
レ
ー
ム
追
加

オリエンタルモーター　ロボット用アクチュエータ

高さ方向の省スペース化



（3）　　　２０２２年（令和４年）７月２７日

生
産
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
よ
り
、

段
取
り
替
え
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
よ
。

多
品
種
生
産
の

改
善
の
ポ
イ
ン
ト

急所68

　
日
本
の
高
度
成
長
期
の
大

量
生
産
要
求
に
対
応
す
る
た

め
、
製
造
業
は
改
善
で
生
産

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
生
産
量
を

増
や
し
、
コ
ス
ト
を
下
げ
て

大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し

た
。
同
じ
製
品
を
安
く
大
量

す
。
そ
こ
で
生
産
品
種
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
あ

る
い
は
在
庫
に
最
も
影
響
が

大
き
い
製
品
を
選
ん
で
ロ
ッ

ト
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
す
る
と

在
庫
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
多
品
種
の

方
向
に
な
っ
て
い
く
と
し
て

も
在
庫
を
増
や
さ
ず
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　
在
庫
を
増
や
さ
ず
、
そ
れ

で
も
品
切
れ
を
起
こ
さ
な
い

高
レ
ベ
ル
の
多
品
種
少
量
生

産
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
は
、
変
化
ス
ピ
ー
ド
が
速

い
こ
の
時
期
に
と
て
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
段
取
り
替

え
時
間
の
短
縮
は
在
庫
削
減

と
品
種
拡
大
の
両
方
に
つ
な

が
る
経
営
的
な
改
善
な
の
で

み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

に
造
る
時
は
、
生
産
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
の
改
善
は
効
果
的

で
す
。

　
し
か
し
今
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
よ
り
小
ロ
ッ
ト
の
生
産
を

求
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
や

り
方
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
大
量

生
産
の
時
の
成
功
体
験
が
染

み
つ
い
て
い
て
、
い
ま
だ
に

改
善
と
い
う
と
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
と
い
う
考
え
か
ら
離
れ

ら
れ
な
い
で
い
る
会
社
も
あ

る
の
で
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
改

善
と
は
、
一
時
間
に
同
じ
モ

ノ
を
50
個
生
産
し
て
い
る
の

を
、
55
個
生
産
で
き
る
よ
う

に
す
る
改
善
で
す
。
一
方
、

多
品
種
生
産
時
に
お
け
る
改

善
は
一
時
間
に
５
種
類
の
モ

ノ
を
10
個
ず
つ
合
計
50
個
造

れ
る
よ
う
に
す
る
改
善
で

す
。
こ
れ
が
で
き
る
た
め
に

は
品
種
を
変
え
る
時
の
段
取

り
替
え
時
間
を
短
く
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
改
善

で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
高

レ
ベ
ル
の
工
場
で
も
、
段
取

り
替
え
の
改
善
と
な
る
と
一

気
に
熱
量
が
低
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ナ
ゼ

か
と
思
い
理
由
を
聞
い
て
み

る
と
、
段
取
り
替
え
時
間
は

既
に
10
分
と
短
く
な
っ
て
お

り
、
苦
労
し
て
９
分
に
し
て

も
「
た
っ
た
の
一
分
し
か
儲

か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
理
由

が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
段
取
り
替
え
時

間
が
10
分
か
ら
９
分
と
一
割

短
縮
さ
れ
れ
ば
、
段
取
り
替

え
の
回
数
を
一
割
増
や
せ
ま

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

h
ttp

s
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w
w

・
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�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

次
の
世
代
に
教
え
て
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
と
い
う
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
熟
練
者
は
長
年

の
経
験
で
技
術
が
身
に
つ
い
て

い
る
が
、
そ
れ
を
文
書
に
し
て

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
た
り
、

そ
れ
を
ル
ー
ル
化
し
て
、
誰
で

も
で
き
て
、
品
質
が
安
定
す
る

よ
う
に
で
き
て
い
る
企
業
は
多

く
な
い
。

　
制
御
盤
業
界
も
同
様
で
、
熟

練
者
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も

と
に
暗
黙
知
と
し
て
自
分
の
な

か
で
回
路
図
等
の
独
自
ル
ー
ル

を
作
っ
て
持
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
図
面
に
落
と
し
込
む
こ
と
で

質
の
高
い
制
御
盤
を
作
る
こ
と

が
で
き
て
い
た
。

　
ま
た
新
規
案
件
で
あ
っ
て

も
、
イ
チ
か
ら
作
る
よ
り
も
、

こ
れ
ま
で
に
作
っ
た
制
御
盤
か

ら
部
分
的
な
変
更
を
す
る
事
が

多
く
、
既
存
図
面
の
一
部
変
更

す
る
だ
け
で
、
高
品
質
の
制
御

盤
の
製
作
が
可
能
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
熟
練
者
が
自
分
の
な
か
だ
け

で
完
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可

能
で
あ
り
、
若
手
の
場
合
は
そ

も
そ
も
暗
黙
知
の
レ
ベ
ル
が
熟

練
者
ほ
ど
高
く
な
く
、
過
去
の

制
作
経
験
や
図
面
の
引
き
出
し

も
多
く
な
い
た
め
、
高
品
質
の

制
御
盤
づ
く
り
は
難
し
い
。
熟

練
者
も
自
ら
の
暗
黙
知
を
テ
キ

ス
ト
化
し
、
か
つ
若
手
に
教
え

込
む
に
は
時
間
も
余
裕
も
な
い

事
が
多
く
、
そ
こ
が
制
御
盤
の

設
計
・
製
造
の
Ｄ
Ｘ
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
い
。

　
こ
の
解
決
策
と
し
て
は
、
熟

練
者
と
若
手
技
術
者
が
共
同
で

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
を

使
い
、
属
人
化
し
て
い
る
熟
練

技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
そ

れ
を
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ツ
ー

ル
で
再
現
す
る
こ
と
で
属
人
化

し
た
暗
黙
知
は
形
式
知
と
な

り
、
誰
で
も
分
か
り
や
す
く
使

え
る
よ
う
に
な
る
。

「
暗
黙
知
」を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

設計の属人化の壁

　
７
回
目
は
、
設

計
・
開
発
段
階
に

お
け
る
「
設
計
の

属
人
化
」
の
壁
。

　
あ
ら
ゆ
る
産
業

で
熟
練
者
の
技
術

や
経
験
、
い
わ
ゆ

る
「
暗
黙
知
」
を

　
制
御
盤
の
設
計
・
製
造
工
程
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
効
率
化
し
、
制
御
盤
関
連
各
社

の
体
質
強
化
を
実
現
す
る
「
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
」
。
し
か
し
そ
こ
に
至
る
ま
で
は
い
く
つ
も
の
壁

・
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
す
る
。
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
制
御
盤
２
０
３
０
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
、
制
御
盤
の
制
作
工
程
の
将
来
の
形
と
し
て
「
制
御
盤
２
０
３
０
」
を
提
示

し
、
さ
ら
に
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
を
阻
む
壁
と
そ
れ
に
対
す
る
推
進
策
を
「
制
御
盤
製
造
業
界
向
け

Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
本
記
事
で
は
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と

に
、
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
実
現
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
と
そ
の
解
決
策
を
紹
介
す
る
。

制御盤製造のDXの壁とその解決策⑦ 新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

市
場
・
企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス

振
動
セ
ンサ

と
連
携 

簡
単
監
視

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

防
爆
中
継
機
リ
リ
ー
ス

ＥＳ３Ｍ―ＲＥ形

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
本
質
安
全
防
爆
構
造
の
無
線
振
動
セ
ン
サ
「
Ｅ
Ｓ
３
Ｍ
形
」
と
通
信

し
て
デ
ー
タ
を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
送
信
す
る
た
め
の
本
質
安
全
防
爆
構
造
の
防
爆
中
継

機
「
Ｅ
Ｓ
３
Ｍ
―
Ｒ
Ｅ
形
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
石
油
プ
ラ
ン

ト
や
化
学
工
場
に
お
け
る
危

険
場
所
（
ゾ
ー
ン
２
）
に
設

置
さ
れ
て
い
る
モ
ー
タ
や
ポ

ン
プ
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、
フ

ァ
ン
、
ブ
ロ
ワ
等
の
回
転
機

器
に
取
り
付
け
て
、
そ
の
状

態
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
無
線

振
動
セ
ン
サ
と
、
非
危
険
場

所
に
設
置
し
て
デ
ー
タ
収
集

を
行
う
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
間

に
設
置
し
、
通
信
を
補
助
す

る
中
継
機
。
簡
単
に
防
爆
エ

リ
ア
で
の
振
動
セ
ン
サ
を
使

っ
た
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
振
動
セ
ン
サ
を
使
用
す
る

場
合
、
有
線
で
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
つ
な
ぐ
の
が
最
も
確
実

な
や
り
方
だ
が
、
広
大
な
プ

ラ
ン
ト
で
は
危
険
場
所
の
範

囲
も
広
く
、
従
来
は
無
線
通

信
も
２
０
０
㍍
が
最
大
で
、

か
つ
有
線
だ
と
部
材
の
調
達

と
敷
設
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
に
大
き
な
手
間
と
コ
ス
ト

が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
の
た

め
振
動
セ
ン
サ
に
よ
る
状
態

監
視
は
有
益
で
効
果
的
と
言

わ
れ
な
が
ら
も
、
プ
ラ
ン
ト

の
重
要
箇
所
で
し
か
行
わ
れ

ず
、
そ
れ
以
外
の
機
器
や
設

備
の
ほ
と
ん
ど
は
保
全
作
業

員
の
目
視
に
よ
る
定
期
点
検

が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

無
線
振
動
セ
ン
サ
と
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
の
間
に
設
置
し
て
、

セ
ン
サ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

デ
ー
タ
を
簡
単
に
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
に
送
る
こ
と
が
で
き
、

通
信
距
離
も
４
台
の
中
継
機

を
経
由
す
る
事
で
最
大
１
８

０
０
㍍
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
。
１
つ
の
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
に
は
防
爆
振
動
セ
ン
サ

と
防
爆
中
継
機
を
最
大
１
０

０
台
ま
で
接
続
で
き
、
広
大

な
敷
地
に
点
在
す
る
最
重
要

箇
所
以
外
の
回
転
機
器
や
設

備
、
そ
こ
そ
こ
の
重
要
度
の

箇
所
に
も
取
り
付
け
て
使

え
、
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
手
間
を
大
幅
に
削
減
可
能

と
す
る
。

　
使
用
温
度
範
囲
は
マ
イ

ナ
ス

10
℃

か
ら
60
℃
で
、
保
護
構
造
は

Ｉ
Ｐ
65
相
当
。
電
源
は
電
池

と
バ
リ
ア
供
給
の
２
種
類
か

ら
選
ぶ
事
が
で
き
、
電
池
寿

命
は
約
５
年
。

異
常
兆
候 

正
確
キ
ャ
ッ
チ

イ
リ
ス

独
社
製
振
動
セ
ン
サ

　
産
業
機
器
輸
入
商
社
の
イ

リ
ス
（
東
京
都
品
川
区
）
は

ド
イ
ツ
ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｔ
ａ
ｃ
ｔ

（
イ
ン
ダ
ク
ト
）
社
の
振
動

セ
ン
サ
「
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
Ｐ
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
　
Ａ
Ｅ
」
＝
写

真
＝
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
同
製
品
は
、
加
速
度
セ
ン

サ
「
ｉ
Ｍ
Ｐ
ａ
ｃ
ｔ
Ｘ
Ｓ
」

を
搭
載
し
、
０
・
06 

Hz
の
微

細
な
振
動
か
ら
48
ｋ
Hz
ま
で

の
幅
広
い
範
囲
を
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
並
み
の
高
感
度
で
セ
ン
シ

ン
グ
す
る
。
従
来
の
振
動
セ

ン
サ
や
ヒ
ト
の
感
覚
よ
り
早

く
異
常
の
兆
候
を
機
械
的
に

正
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

期
間
に
余
裕
を
与
え
、
保
守

部
品
を
過
剰
に
用
意
す
る
必

要
が
な
く
な
る
。
ま
た
Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
、
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
、

温
度
セ
ン
サ
を
同
パ
ッ
ケ
ー

ジ
内
に
備
え
て
い
る
た
め
、

音
、
温
度
、
角
度
等
の
条
件

の
変
化
に
基
づ
い
た
さ
ま
ざ

ま
な
使
い
方
に
応
用
で
き

る
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は

Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
／
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に

対
応
し
て
い
る
。

　
用
途
は
、
産
業
用
ポ
ン
プ

や
モ
ー
タ
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

の
振
動
傾
向
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
よ
る
予
防
保
全
、
ベ
ア
リ

ン
グ
や
ギ
ア
の
摩
耗
観
察
、

マ
シ
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
等
切
削

加
工
装
置
の
摩
耗
に
よ
る
変

化
の
観
察
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
関

節
駆
動
部
に
搭
載
し
制
御
に

用
い
る
情
報
の
補
完
、
機
器

の
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
・
異
常

加
速
の
防
止
な
ど
。

独
に
新
オ
フ
ィ
ス

デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ

設
計
機
能
も
併
設

日本航空電子
　
日
本
航
空
電
子
工
業
は
、

欧
州
地
域
の
販
売
会
社
、
Ｊ

Ａ
Ｅ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
拠
点

と
し
て
ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
に
新
オ
フ
ィ
ス
を

６
月
か
ら
開
設
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｅ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

英
国
本
社
の
ほ
か
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
（
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
）
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
に
オ
フ
ィ
ス
を
展
開
し

て
い
る
。

　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
・
ヒ

ル
デ
ン
の
新
拠
点
は
、
営
業

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
に

加
え
、
設
計
機
能
の
「
ヨ
ー

ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ザ
イ
ン
・
セ

ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）
」
も
設

置
し
、
顧
客
に
密
着
し
た
提

案
・
技
術
サ
ポ
ー
ト
を
進
め

て
欧
州
市
場
で
の
事
業
拡
大

を
図
る
。

倉
庫
を
移
転

ケ
ー
メ
ッ
ク
ス

　
ケ
ー
メ
ッ
ク
ス
・
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
埼
玉
県
児

玉
郡
に
倉
庫
を
移
転
・
拡
充

す
る
。
新
倉
庫
は
埼
玉
県
児

玉
郡
美
里
町
大
字
甘
粕
字
丸

山
１
４
９
５
と
な
り
、
延
べ

床
面
積
は
１
５
０
０
平
方
㍍

に
拡
充
す
る
。
６
月
30
日
に

開
所
し
た

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
新
オ
フ
ィ
ス

　
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
は
、

半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
お

よ
び
実
装
分
野
の
最
新
技
術

の
展
示
と
、
国
内
外
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
に
よ
る
講
演
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト

を
組
み
合
わ
せ
た
大
型
イ
ベ

ン
ト
「
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
：
Ａ
ｄ
ｖ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
　
Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
ａ

ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｃ
ｈ

ｉ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
　
Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｉ

ｔ
」
を
、
２
０
２
２
年
12
月

14
日
〜
16
日
に
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
初
開
催
す
る
。

　
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
は
、
半
導
体
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
や
基
板
実
装

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
半
導
体
製

造
プ
ロ
セ
ス
の
「
後
工
程
」

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
イ
ベ
ン

ト
。

　
な
お
、
こ
の
催
し
は
「
Ｓ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
２
０
２
２
」
と
同
時
開
催

の
予
定
。

APCS 12月開催
半導体
製 造 後工程にフォーカス

SEMIジャパン

越
で
電
材
事
業
拡
大

パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク

現
法
売
上
高
500
億
円
へ

新
エ
ネ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン

参
入

電
気
自
動
車
向
け
サ
ー
ビ
ス

オムロン
　
オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｅ

Ｖ
）
市
場
に
向
け
て
、
分
散

充
電
制
御
サ
ー
ビ
ス
や
Ｖ
２

Ｘ
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に
新
規
参
入
す
る
。

　
分
散
充
電
制
御
サ
ー
ビ
ス

は
２
０
２
２
年
度
に
発
売
す

る
予
定
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
、

社
用
車
の
電
気
自
動
車
へ
の

転
換
に
と
も
な
い
、
施
設
内

の
電
力
需
要
を
把
握
し
た
上

で
個
別
の
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ

用
充
電
器
・
充
放
電
器
の
充

電
量
を
抑
制
し
つ
つ
、
翌
日

始
業
時
刻
ま
で
に
分
散
し
て

充
電
し
て
、
施
設
の
購
入
電

力
を
上
限
目
標
値
以
下
に
抑

制
す
る
も
の
。
車
両
の
円
滑

な
稼
働
と
、
一
斉
充
電
に
と

も
な
う
電
力
ピ
ー
ク
に
よ
る

契
約
電
力
量
の
高
騰
を
回
避

す
る
事
が
可
能
に
な
る
。

　
２
０
２
３
年
度
に
提
供
を

開
始
す
る
Ｖ
２
Ｘ
シ
ス
テ
ム

は
、
電
気
自
動
車
を
大
容
量

の
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
と
見
立

て
、
た
め
た
電
気
を
施
設
で

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
シ

ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
。
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
蓄
電
池

を
未
導
入
、
導
入
済
み
の
施

設
に
も
簡
単
に
設
置
・
導
入

で
き
る
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス
社
は
、
ベ

ト
ナ
ム
で
の
電
設
資
材
事
業

を
拡
大
し
、
２
０
３
０
年
度

に
現
地
法
人
の
売
上
高
５
０

０
億
円
を
目
指
す
。

　
現
地
で
の
商
品
開
発
体
制

の
構
築
を
進
め
、
配
線
器

具
、
照
明
器
具
、
Ｉ
Ａ
Ｑ
機

器
の
カ
テ
ゴ
リ
で
現
地
向
け

の
商
品
企
画
・
開
発
を
行

う
。
照
明
器
具
は
日
本
国
内

の
基
準
に
即
し
た
品
質
管
理

部
門
を
設
け
、
現
地
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
へ
品
質
管
理
基
準
の

共
有
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を

行
い
、
２
０
２
３
年
度
ま
で

に
Ｏ
Ｄ
Ｍ
で
の
開
発
調
達
体

制
の
構
築
を
目
指
す
。
Ｉ
Ａ

Ｑ（
室
内
空
気
質
）機
器
は
ビ

ン
ズ
オ
ン
省
の
新
工
場
で
Ｉ

Ａ
Ｑ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
研

究
開
発
部
門
を
２
０
２
３
年

度
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
配
線
器
具
と
Ｉ
Ａ
Ｑ

機
器
の
現
地
生
産
体
制
の
強

化
も
行
い
、
配
線
器
具
は
ベ

ト
ナ
ム
工
場
で
新
建
屋
の
建

設
を
進
め
て
い
る
。
生
産
ス

ペ
ー
ス
の
拡
張
に
加
え
、
日

本
の
マ
ザ
ー
工
場
で
あ
る
津

工
場
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入

れ
た
製
造
ラ
イ
ン
の
最
適
化

計
画
を
進
め
、
２
０
２
９
年

度
に
は
現
状
の
１
・
８
倍
と

な
る
１
・
５
億
個
／
年
の
生

産
を
目
指
す
。
Ｉ
Ａ
Ｑ
機
器

も
ビ
ン
ズ
オ
ン
省
の
新
工
場

が
稼
働
済
み
で
、
２
０
２
５

年
度
約
３
０
０
万
台
／
年
の

生
産
規
模
を
目
指
し
て
生
産

設
備
強
化
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
現
地
企
業
と
の
共
創

も
進
め
、
現
地
の
社
会
課
題

解
決
の
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
提
案
を
進
め
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
高
効
率
照
明

と
セ
ン
サ
を
組
み
合
わ
せ
た

省
エ
ネ
化
や
、
空
間
除
菌
脱

臭
機
や
熱
交
換
気
な
ど
に
よ

る
安
心
で
快
適
な
空
気
環
境

の
提
供
、
住
宅
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用

し
た
家
中
の
機
器
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
よ
る
利
便
性
の
提

供
な
ど
の
展
開
を
目
指
す
。
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「つなぐ技術」リアルに見る、感じる

産業オープンネット展2022 ８月２日（火）、３日（水）　東京・すみだ産業会館（８・９階）

　
産
業
用
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
各
団
体
や
会
社
が
一
堂
に
会
し
、
セ
ミ
ナ
ー

と
デ
モ
を
通
し
て
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
採
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
「
産
業
オ
ー

プ
ン
ネ
ッ
ト
展
２
０
２
２
」
（
主
催
：
産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展
準
備
委
員
会
）
が
、
８
月
２

日
（
火
）
、
３
日
（
水
）
の
両
日
、
東
京
・
錦
糸
町
駅
前
の
す
み
だ
産
業
会
館
（
東
京
都
墨
田

区
江
東
橋
３
―
９
―
10
）
で
開
催
さ
れ
る
。
開
場
時
間
は
10
時
か
ら
17
時
。
入
場
無
料
。 （
写
真

は
２
０
１
７
、
19
年
の
東
京
会
場
の
様
子
）

　
工
場
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
化

を
進
め
て
い
く
中
で
、
「
つ
な
ぐ
技
術
」
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
う
産
業
用
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。

　
同
展
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使

用
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
最
新
技
術
を
実
際
に
見

出展協賛団体と会社

■協賛団体（50音順）
　IO‒Linkコミュニティジャパン／EtherCAT　
Technology　Group／FDTグループ日本支部／
ODVA TAG日本支部／ORiN協議会／一般社団法
人CC‒Link協会／日本AS‒i協会／一般社団法人日
本電機工業会FL‒netネットワーク推進委員会／
NPO法人日本プロフィバス協会／MECHATRO 
LINK協会
　■協賛会社（50音順）
　IARシステムズ／ifm efector/ドバンテック／ア
ナザーウェア／インターフェース／ヴィッテンシュ

タイン・ターナリー／ＨＭＳインダストリアルネッ

トワークス／エニイワイヤ／Ｍ２Ｍクラフト／エン

ドレスハウザージャパン／オプテックス・エフエー

／倉茂電工／ケーメックス・オートメーション／

JSLテクノロジー／シェルバ／システック／スリー
エムジャパン／大電／ターク・ジャパン／たけびし

／テクトロニクス＆フルーク／日本製線／日本テキ

サス・インスツルメンツ／日本テレガートナー／日

本モレックス／ハーティング／パナソニックインダ

ストリー／バルーフ／ピーアンドエフ／ヒルシャー

・ジャパン／フエスト／フエニックス・コンタクト

／フジクラソリューションズ／マイクロネット／三

菱電機／三菱電機エンジニアリング／Motionnet協
会／Moxa Japan／リコーインダストリアルソリュ
ーションズ／ルネサスエレクトロニクス／ワゴジャ

パン 　

最
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
デ
モ
展
示

42
協
賛
会
社
、
製
品
・
技
術
を
訴
求

業
界
動
向
が
わ
か
る
39
の
セ
ミ
ナ
ー

　
同
展
は
、
協
賛
団
体
と
会
社
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
対
応
機
器
や
パ
ネ
ル
の
展
示
、
デ
モ
を
行

い
、
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
長
や
接
続

メ
リ
ッ
ト
、
製
品
の
仕
様
な
ど
を
直
接
紹
介
。

実
際
に
体
験
し
て
比
較
で
き
る
絶
好
の
機
会
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
団
体
や
ベ
ン
ダ
ー
企
業
に
よ
る
39

の
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
す
る
。
３
会
場
に
分
か
れ

て
10
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で
、
各
セ
ミ
ナ

ー
30
分
間
で
同
時
に
行
わ
れ
る
。
最
新
の
技
術

動
向
や
最
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
紹
介
さ

れ
る
こ
と
か
ら
見
逃
せ
な
い
。

　
協
賛
団
体
の
セ
ミ
ナ
ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

「
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ジ
ャ
パ

ン
」
が
２
日
12
時
45
分
〜
13
時
15
分
。
「
Ｅ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
　

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
」
が
、
２
日
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
。
「
Ｆ
Ｄ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
日
本
支
部
」
が
、
３

日
12
時
〜
12
時
30
分
。
「
Ｏ
Ｄ
Ｖ
Ａ
　
Ｔ
Ａ
Ｇ

日
本
支
部
」
が
、
２
日
午
前
11
時
15
分
〜
11
時

45
分
。
「
Ｏ
Ｒ
ｉ
Ｎ
協
議
会
」
が
２
日
16
時
〜

16
時
30
分
。
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
協
会
」
が
、

３
日
11
時
15
分
〜
11
時
45
分
。
「
日
本
Ａ
Ｓ
―

ｉ
協
会
」
が
、
３
日
14
時
30
分
〜
15
時
。
「
日

本
電
機
工
業
会
Ｆ
Ｌ
―
ｎ
ｅ
ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
委
員
会
」
が
、
３
日
14
時
30
分
〜
15
時
ま

で
。「
日
本
プ
ロ
フ
ィ
バ
ス
協
会
」
が
、
２
日
12

時
45
分
〜
13
時
15
分
。
「
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
協
会
」
が
、
３
日
10
時
30
分
〜
11

時
。

　
一
方
、
協
賛
会
社
の
展
示
と
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
「
ヒ
ル
シ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、
モ
ー

タ
制
御
用
ｎ
ｅ
ｔ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
評
価
ボ
ー

ド
、
超
小
型
Ｓ
ｏ
Ｃ
　
ｎ
ｅ
ｔ
Ｘ
90
組
み
込
み

モ
ジ
ュ
ー
ル
、
Ｐ
Ｃ
カ
ー
ド
、
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー

な
ど
、
各
種
産
業
用
通
信
Ｉ
／
Ｆ
製
品
を
紹

介
。
セ
ミ
ナ
ー
は
「
モ
ー
タ
制
御
と
産
業
用
通

信
搭
載
、
超
小
型
Ｓ
ｏ
Ｃ
　
ｎ
ｅ
ｔ
Ｘ
90
と
ｎ

ｅ
ｔ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
開
発
キ
ッ
ト
」
と
題
し

て
、
３
日
16
時
〜
16
時
30
分
ま
で
行
う
。

　
「
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
」
は
、
非

接
触
微
小
距
離
か
ら
高
速
遠
距
離
ま
で
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト
通
信
、
お
よ
び
給
電
を
行
う
新
製
品
や

Ｐ
Ｌ
Ｃ
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
関
連
製
品
を
中
心
に
紹
介
。

セ
ミ
ナ
ー
も
「
非
接
触
微
小
距
離
か
ら
高
速
遠

距
離
ま
で
新
し
い
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
通
信
と
給
電

の
か
た
ち
」
と
題
し
て
、
３
日
15
時
15
分
〜
15

時
45
分
ま
で
行
う
。

　
「
三
菱
電
機
」
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｎ
技
術
を
採
用

し
、
更
な
る
進
化
を
遂
げ
た
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ

Ｎ
」
の
デ
モ
機
を
活
用
し
て
対
応
機
器
の
紹
介

と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
を
行
う
。
セ
ミ
ナ

ー
は
「
広
が
る
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　
Ｔ

Ｓ
Ｎ
　
そ
の
活
用
と
今
後
の
展
望
」
と
題
し
、

２
日
12
時
〜
12
時
30
分
ま
で
行
う
。

　
「
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、
各
種
産
業
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
器
の
中
で
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
対

応
機
器
と
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
リ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
ド

ス
イ
ッ
チ
を
紹
介
す
る
。
セ
ミ
ナ
ー
は
「
製
造

現
場
で
今
後
多
用
さ
れ
る
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
リ
ー

ン
マ
ネ
ー
ジ
ド
ス
イ
ッ
チ
」
と
題
し
、
３
日
14

時
30
分
〜
15
時
ま
で
行
う
。

　
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
向
に
興
味
が
あ
る

方
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

に
注
目
さ
れ
る
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
開

発
方
法
を
知
り
た
い
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ

り
詳
し
く
理
解
さ
れ
た
い
方
な
ど
に
と
っ
て
最

適
な
機
会
と
な
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
、
展
示
デ
モ
の
参
加
は
無
料

で
、
入
場
・
退
場
も
自
由
で
あ
る
が
、
７
月
29

日
ま
で
に
事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要
。
セ

ミ
ナ
ー
は
す
で
に
満
員
と
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。

　
参
加
申
し
込
み
ア
ド
レ
ス
（https://

www.sangyo-open.net
）
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
状
況
等

に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
方
法
が
変
更
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
最
新
情
報
を
イ
ベ
ン
ト
サ

イ
ト
で
確
認
が
必
要
。

　
工
場
の
製
造
シ
ス
テ
ム
は
通
常
、
１
つ
の
メ

ー
カ
ー
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
の
機
器
が
組
み
合

わ
さ
れ
た
マ
ル
チ
・
ベ
ン
ダ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
違
う
メ
ー
カ
ー
同
士
で
も

現
場
の
機
器
と
制
御
機
器
間
の
デ
ー
タ
を
い
か

に
自
由
に
や
り
取
り
で
き
る
か
が
重
要
と
な

る
。
　

　
近
年
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｙ
４
・

０
の
普
及
が
進
む
な
か
、
オ
ー
プ
ン
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
技
術
は
、
工
場
現
場
の
制
御
だ
け
で
な

く
、
稼
働
管
理
、
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
、

保
全
管
理
の
ベ
ー
ス
技
術
と
し
て
ま
す
ま
す
そ

の
用
途
を
拡
大
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
機
器
と
の
接
続
性
の
向
上
の
ほ

か
、
汎
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
活
用
、
周
辺
機
器

の
選
択
肢
の
拡
大
、
ま
た
シ
ス
テ
ム
立
ち
上
げ

時
の
工
数
削
減
な
ど
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
が
、

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　
標
準
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
規
格
を
拡
張
し
た

Ｔ
Ｓ
Ｎ
（
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

　
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
）
は
、
従
来
の
Ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
通
信
で
は
で
き
な
か
っ
た
制

御
通
信
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
確
保
）
と
情
報

通
信
（
非
リ
ア
ル
タ
イ
ム
通
信
）
の
混
在
を
時

分
割
通
信
方
式
に
よ
り
可
能
に
す
る
方
法
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

て
、
聞
い
て
、
触
れ
て
体
験
で
き
る
場
と
な
っ

て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
に
第
１
回
を
開
催
以
来
、
今
年

で
11
回
目
と
な
る
。
20
年
、
21
年
の
２
年
間
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
開
催
し
た
が
、
今
回
は
３
年
振
り

に
リ
ア
ル
展
示
会
と
し
て
東
京
で
２
日
間
開
催

す
る
。

　
今
回
は
、
10
の
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関

連
団
体
と
、
42
の
会
社
が
参
加
し
て
い
る
。
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
性
を
強
化

ワゴジャパン

https://www.wago.co.jp/

産業用マネージドスイッチ
「８５２シリーズ」

イ
ッ
チ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
充
実
し
、

一
部
の
製
品
を
８
月
２
〜
３
日
開
催
の

産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展
で
展
示
す

る
。

　
リ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
ド
ス
イ
ッ
チ
「
８

５
２
―
18
ｘ
ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
直
感

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
監
視
が
行
え
、

豊
富
な
設
定
／
診
断
／
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

機
能
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
搭
載
。
ル
ー

プ
検
出
や
電
源
の
二
重
化
な
ど
に
よ
る

冗
長
性
／
可
用
性
を
有
す
る
。

　
産
業
用
マ
ネ
ー
ジ
ド
ス
イ
ッ
チ
「
８

５
２
―
13
ｘ
ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
Ｍ
Ａ

Ｃ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
よ
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
産
業
用
ス
イ
ッ

チ
８
５
２
シ
リ
ー
ズ
の
マ
ネ
ー
ジ
ド
ス

ア
ベ
ー
ス
の
暗
号
化
が
可
能
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
―
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ

ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
、
ま
た
は
Ｓ
Ｎ
Ｍ
Ｐ
に

よ
る
設
定
と
診
断
が
行
え
、
暗
号
化
通

信
対
応
の
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
ポ
ー
ト

を
装
備
。
筐
体
は
堅
牢
な
設
計
に
よ
り

耐
振
動
性
・
耐
衝
撃
性
に
優
れ
、
動
作

周
囲
温
度
は
マ
イ

ナ
ス

20
℃
〜
プ
ラス

70
℃
と
広
範

囲
。

　
両
シ
リ
ー
ズ
と
も
電
源
端
子
に
は
ス

プ
リ
ン
グ
結
線
式
コ
ネ
ク
タ
を
採
用

し
、
信
頼
性
が
高
く
配
線
や
着
脱
が
容

易
。
本
体
は
Ｄ
Ｉ
Ｎ
35
レ
ー
ル
に
取
り

付
け
で
き
る
。
１
０
０
／
１
０
０
０
Ｍ

ｂ
ｉ
ｔ
／
ｓ
の
Ｓ
Ｆ
Ｐ
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

使
用
し
て
光
通
信
に
対
応
す
る
モ
デ
ル

も
用
意
し
て
い
る
。

生
産
性
向
上
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減

三菱電機

http://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/

オープン統合ネットワーク
「ＣＣ―Ｌｉｎｋ　ＩＥ　ＴＳＮ」対応製品

Ｆ
Ａ
統
合
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
ｅ
―
Ｆ

＠
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
」
の
具
現
化
へ
、
生
産

現
場
の
様
々
な
機
器
か
ら
簡
単
に
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
高
速
で
安
定
し
た
制
御

を
実
施
し
な
が
ら
工
場
全
体
の
Ｉ
Ｉ
ｏ

Ｔ
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
生

産
性
向
上
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
に

貢
献
す
る
。
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ

Ｅ
　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
」
は
、
サ
イ
ク
リ
ッ
ク
通

信
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
を
保
証
し
た
制

御
を
実
施
し
な
が
ら
、
非
リ
ア
ル
タ
イ

ム
通
信
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
の
情
報
通

信
も
シ
ー
ム
レ
ス
で
混
在
使
用
で
き

る
。
こ
の
た
め
、
汎
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ

　
三
菱
電
機
は
産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト

展
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
実

現
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
大
容

量
デ
ー
タ
を
高
速
で
伝
送
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ

　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
」
を
中
心
に
展
示
す
る
。

　
「
Ｃ
Ｃ
―

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　

Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ

Ｎ
」
は
、
同

社
の
ス
マ
ー

ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
る

ｅ
ｔ
通
信
機
器
を
１
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
統
合
で
き
、
多
様
な
機
器
を
用
い

た
柔
軟
な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
可
能
に
な

る
と
と
も
に
、
優
れ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

機
能
も
備
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
時
分
割
方
式
で
最
小
通
信
周

期
31
・
25 

µs
の
高
速
リ
ン
ク
ス
キ
ャ

ン
、
お
よ
び
従
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
比
16

倍
の
高
速
処
理
を
実
現
。

　
同
社
の
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ

　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
」
対
応
製
品
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｅ
Ｃ
　
ｉ
Ｑ
―
Ｒ
／
ｉ
Ｑ
―
Ｆ
シ
リ
ー

ズ
マ
ス
タ
・
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
は

じ
め
、
サ
ー
ボ
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
ロ
ボ

ッ
ト
、
表
示
器
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）
、
ブ
ロ
ッ

ク
タ
イ
プ
リ
モ
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
が

完
備
。

コ
ネ
ク
タ
レ
ス
で
保
守
も
容
易

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

非接触式イーサネット通信・給電
「ＮｅａｒＦｉカプラ」

ａ
ｒ
Ｆ
ｉ
カ
プ
ラ
」
を
発
売
す
る
。
Ｎ

ｅ
ａ
ｒ
Ｆ
ｉ
カ
プ
ラ
は
、
近
接
距
離
・

非
接
触
で
相
対
す
る
ベ
ー
ス
カ
プ
ラ
と

リ
モ
ー
ト
カ
プ
ラ
の
ペ
ア
で
動
作
し
、

１
㌢
㍍
程
度
に
近
づ
け
る
だ
け
で
、
50

Ｗ
ま
で
の
給
電
と
遅
延
の
無
い
リ
ア
ル

タ
イ
ム
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
通
信
が
可
能
に

な
る
。

　
用
途
に
応
じ
て
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
通
信

と
給
電
、
給
電
の
み
、
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

通
信
の
み
の
３
タ
イ
プ
か
ら
選
択
で
き

る
。
ま
た
、
コ
ネ
ク
タ
レ
ス
の
た
め
、

頻
繁
な
コ
ネ
ク
タ
の
着
脱
が
無
く
、
回

転
機
構
を
と
も
な
う
設
備
で
使
用
し
て

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
は
、

近
接
距
離
に
お
い
て
非
接
触
で
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト
通
信
と
給
電
が
可
能
な
「
Ｎ
ｅ

も
接
触
が
引
き
起
こ
す
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

解
放
さ
れ
る
。
通
信
が
必
要
な
移
動
体

と
も
短
時
間
の
停
止
動
作
で
通
信
可

能
。

　
し
か
も
、
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
で
動
作

す
る
あ
ら
ゆ
る
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
上
の
プ

ロ
ト
コ
ル
に
対
応
し
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が

使
用
さ
れ
て
い
る
環
境
で
も
干
渉
な
し

に
共
存
可
能
。
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
Ｆ
ｉ
カ
プ
ラ

の
接
続
組
も
高
密
度
に
配
置
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
近
接
距
離
通
信
の
た
め
使

用
場
所
以
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
る

デ
ー
タ
漏
え
い
リ
ス
ク
も
抑
え
ら
れ

る
。
非
金
属
物
質
越
し
の
給
電
と
通
信

も
可
能
で
あ
り
、
粉
塵
の
許
さ
れ
な
い

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
な
ど
で
の
使
用
に
も

最
適
。

モ
ー
タ
制
御
機
能
を
拡
充

ヒルシャー・ジャパン

https://www.hilscher.com/ja/

オールインワン通信ソリューション
「ｎｅｔＭＯＴＩＯＮ」

通
信
を
備
え
た
モ
ー
タ
制
御
機
器
の
小

型
化
だ
。
た
だ
、
市
場
に
は
複
数
の
産

業
用
通
信
方
式
が
存
在
し
て
お
り
、
そ

の
対
策
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ヒ

ル
シ
ャ
ー
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
ま
と

め
て
ワ
ン
チ
ッ
プ
で
解
決
す
る
手
段
と

し
て
、
マ
ル
チ
プ
ロ
ト
コ
ル
に
対
応
し

た
10
㍉
㍍
角
の
超
小
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ｎ
ｅ
ｔ
Ｘ
90
Ｓ
ｏ
Ｃ
を

ベ
ー
ス
に
、
モ
ー
タ
制
御
機
能
を
拡
充

し
た
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
ｎ
ｅ
ｔ
Ｍ

Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
提
供
を
開
始
し
た
。

　
開
発
キ
ッ
ト
と
し
て
、
産
業
用
イ
ー

サ
ネ
ッ
ト
と
モ
ー
タ
制
御
に
特
化
し
た

　
Ｆ
Ａ
市
場
に
お
い
て
重
要
な
テ
ー
マ

の
１
つ
に
数
え
ら
れ
る
の
が
、
産
業
用

Ｎ
Ｘ
Ｈ
Ｘ
90
―
Ｍ
Ｃ
評
価
ボ
ー
ド
を
提

供
。
正
式
版
プ
ロ
ト
コ
ル
ス
タ
ッ
ク
の

ほ
か
に
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｅ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
評
価
版
ス
タ
ッ
ク
も
無
償
で

用
意
し
て
い
る
。

　
技
術
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
独
Ｅ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｓ
社
が
開
発
し
た
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
と
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｍ
モ
ー
タ
を
制
御
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
は
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
公
開
さ
れ
、
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
が
可
能
。
さ
ら
に
、
Ｅ
ｃ

ｌ
ｉ
ｐ
ｓ
ｅ
ベ
ー
ス
の
無
償
の
統
合
開

発
環
境
ｎ
ｅ
ｔ
Ｘ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
　

Ｃ
Ｄ
Ｔ
も
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
評
価
環
境
に
必
要
な
初
期
コ
ス
ト

の
削
減
に
貢
献
で
き
る
。

産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
展 

出
展
各
社
の

製
品
紹
介
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工場新設・増設情報 7月第4週

【国内】
■CKD、石川県小松市に半導体製造装置向け機器
の新工場
　CKDは、石川県小松市正蓮寺町に北陸工場を建
設する。
　新工場は、半導体関連機器分野の今後一層の需要
拡大を見据え、半導体製造装置向けの機器製品の生
産体制の強化とともに、東北および東海地域の工場
拠点と分散させることで災害時のBCP対応も図る。

　敷地面積は約7万平方㍍、鉄骨造2階建で延床面積
は約2万2000平方㍍。2023年春頃から工事を開始し、
竣工・稼働は24年春頃を予定。稼働時の従業員は約
300人。投資額は約120億円（土地・建物）。
■日本インシュレーション、岐阜県瑞穂市の自社工
場隣地に物流センター建設
　耐火・断熱材料メーカーの日本インシュレーショ
ンは、岐阜地区にあった複数の製品倉庫を集約し、
岐阜県瑞穂市の岐阜工場隣地に全国配送の物流セン
ターを建設する。7月に着工し、12月に竣工予定。

　これにより入出庫作業を合理化・短縮化し、物流
業務に関わる従業員と運送会社の運転手・荷役業務
の関係者などへの安全や作業環境の改善を図る。加
えて、入出庫にともなう製品搬送も移動距離を短縮
でき、環境にも貢献する。
　新物流センターは、敷地面積は3506平方㍍、建築
面積は2394平方㍍、延床面積は2365平方㍍となる。
■横浜冷凍、大阪市此花区の夢洲地区に物流センタ
ー新設
　冷蔵倉庫と食品加工販売の横浜冷凍（ヨコレイ）
は、大阪湾ベイエリアの中心にある大阪市此花区の
夢洲地区の夢洲物流センターの隣接地に、夢洲第二
物流センター（大阪府大阪市此花区夢洲東1丁目2番
12）を建設する。

　同センターは阪神地区の物流ネットワーク需要に
応えるもので、高天井人感センサー照明設備、太陽
光発電設備、リチウムイオン蓄電池、BEMSなどを
備え、環境に配慮した次世代型の冷蔵倉庫となる。

　敷地面積は1万7098平方㍍。建屋は鉄筋コンクリ
ート造4階建てで延床面積は1万2116平方㍍。収容能
力は1万5221㌧。竣工は2024年1月を予定している。
■テラサキ伊万里、佐賀県伊万里市の本社工場内に
板金・塗装工程の新棟
　船舶用配
電制御シス
テム、産業
用配電制御
システムの
テラサキ伊
万里は、佐
賀県伊万里
市の久原工
業団地の本
社工場内に、板金・塗装設備棟を増設する。操業開
始は2023年6月の予定。
■J-MAX、岡山県浅口市に新工場。2024年5月生産
開始
　自動車用プレス部品・金型のJ-MAXは、岡山県
浅口市に新工場建設を建設する。2023年1月に着工
し、2024年5月に生産を開始する。

　新工場は、非鉄金属対応を可能とする大型トラン
スファープレス機などの設備導入や、最適な物流導
線、工場レイアウトとすることで生産性向上や高効
率化を実施。さらに太陽光発電などグリーン電力を
活用しての地球環境への配慮やジェンダーレスの職
場環境整備など、ESGの観点を反映させた工場と
する計画。
■大陽日酸、兵庫県尼崎市の高圧ガス容器再検査用
の総合耐圧検査場が竣工
　大陽日酸は、兵庫県尼崎市の尼崎事業所（兵庫県
尼崎市元浜町1‒95）で建設していた高圧ガス容器の
再検査を行う総合耐圧検査場を竣工させた。

　同検査場は、グループ各社の検査施設で行ってい
た容器再検査機能を集約し、スケールメリットを生
かした生産性向上と配送効率化、設備老朽化対策、
二重投資の回避、グループ内での技術承継などを実
現する。
■大陽日酸、JFEサンソセンター福山工場にクリプ
トン・キセノン製造装置を設置
　大陽日酸は、JFEスチールと合弁で運営している
株式会社JFEサンソセンター福山工場にレアガスで
あるクリプトン・キセノン製造装置を新設する。
　クリプトン・キセノンは、エレクトロニクスや証
明、宇宙、省エネなどで使われており、半導体製造
プロセス用ガスとしても認識されているが、その調
達は主に輸入に頼っている。

【海外】
■東海理化、インド北部ラジャスタン州に自動車部
品の新工場。24年9月生産開始
　東海理化は、インド子会社のTOKAI　RIKA　
MINDA　INDIA　Pvt.　Ltd.の新工場を、インド
北部ラジャスタン州に設立する。
　新工場は、自動車市場の成長が見込まれるインド
での競争力強化と、インド国内でトップシェアのマ
ルチスズキをはじめとする自動車メーカーとの取引
拡大を目的としたもの。スマート製品、シフトレバ
ーなどを製造し、土地面積9万7600平方㍍に、延床
面積1万9600平方㍍の建屋を建築し、2024年9月に生
産を開始する予定となっている。
■愛知製鋼、米国子会社で自動車用鍛造部品の新生
産ライン稼働開始
　愛知製鋼
の米国子会
社であるア
イチフォー
ジユーエス
エイ（AFU）
は、エンジ
ンが起こす
上下方向の
運動エネル
ギーをクラ
ンクシャフトへ回転運動に変換して伝える自動車用
鍛造部品となるコネクティングロッドの新生産ライ
ンを竣工し、稼働を開始した。
　同社は、トヨタグループ唯一の北米鍛造拠点とし
て、北米での地産地消化を積極的に進めるなか、北
米ではエンジンのダウンサイジング化や、HEV、
PHEVの拡大により、高品質な鍛造コネクティング
ロッドの需要は高く、今回の新生産ラインはそれに
対応するものとなる。また国際情勢の変化による供
給リスクにも柔軟に対応できるようになり、トヨタ
グループ全体の相互補完による安定供給体制の一翼
を担う。

　新生産ラインは、同社工場内に設置し、高周波加
熱炉、成形プレス、ショットピーニング機、磁気探
傷装置などで構成される。生産能力は年間360万個。
　投資金額は2175万㌦（30億円超）。
■ダイキン工業、ポーランドにヒートポンプ式暖房
機の生産工場設立
　ダイキン工業は、ポーランド中部のウッチ県クサ
ベルフ工業団地に、ヒートポンプ式暖房機の新工場
を設立する。投資金額は3億ユー

ロ　（375億円）で、
2024年7月に稼働開始の予定。
　欧州でのヒートポンプ式暖房機市場は年平均10%
以上の成長が続き、2021年の販売台数は100万台に
到達。脱炭素需要に合わせさらなる普及拡大が見込
まれており、2025年には年間300万台に達するとも
見込まれている。
　新工場はドイツ、ベルギー、チェコに続く欧州で
の生産拠点となり、これにより2025年には域内の生
産能力は4倍に拡大する見通し。また立地するクサ
ベルフ工業団地は、ポーランドの中央に位置し、ド
イツをはじめ欧州市場全域へのアクセスも良く、部
品調達や熟練技術者などの雇用が行いやすい地域と
なっている。
■TOTO、ベトナム・ハノイ市近郊のベトナム第4
工場が稼働開始。衛生陶器の供給拠点
　TOTOのグループ会社TOTOベトナムは、ハノ
イ市近郊フンイェン省に第4工場を新設し、7月から
稼働を開始した。
　第4工場は、大便器やタンクなど衛生陶器の製造
拠点となり、生産工程を通しての省力化や自動化、
焼成時の約1200℃の高温に耐える2次元コードを用
いた個体識別システムなどを導入し、品質と生産効
率を向上。年間約100万ピースの生産能力を持ち、
TOTOベトナム全体での衛生陶器の生産能力は約
1.4倍まで引き上げている。またエネルギー効率の
高い最新鋭の高効率焼成窯の導入などによりCO２
排出量を抑えている。
　鉄筋3階建で、延床面積は10万平方㍍。投資金額
は約134億円。

　それに対し同社は、国内生産増強とサプライチェ
ーン強靭化に向けてクリプトン・キセノン製造装置
をJFEサンソセンター福山工場にレアガス製造装置
に新設する。生産能力は、クリプトンは年間で260
万ℓ/年、キセノンは21万ℓ。稼働開始は2024年4月
を予定している。
■豊田自動織機、カーエアコン用コンプレッサ生産
能力を増強。東浦工場を2倍に拡張　
　豊田自動
織機は、カ
ーエアコン
用電動コン
プレッサの
需要拡大に
合わせ、愛
知県南知多
郡の東浦工
場と、中国
子会社TACKの加工ライン、刈谷工場の組立ライン
で生産能力の増強を実施し、グローバル1000万台の
生産体制を構築する。
　PHEVやEVなどの電動車普及にともなって電動
コンプレッサは、グローバルで2021年度の1000万台
から23年度には2000万台へと拡大する見通し。同社
は電動コンプレッサのシェアトップメーカーとし
て、シェア50%と販売台数1000万台を目標に掲げて
おり、グローバルで生産能力増強を進めている。
　東浦工場は、シェルやローターなど圧縮機能の基

幹部品の加工を行っており、このほど現工場を2倍
に拡張し、専用の加工ラインを新設する。拡張後の
工場面積は5万2000平方㍍で、生産開始は2022年10
月を予定している。
　建屋は1464平方㍍で、非水槽式自動耐圧試験装置
4台、バルブ試験機2台、ショットブラスト機3台、
粉体塗装装置3台、自動マーキング装置2台ほかを備
える。2022年7月から稼働開始している。
■特殊免疫研究所、栃木県下野市の栃木工場第2工
場棟が竣工
　診断用医薬品、研究用試薬の特殊免疫研究所が栃
木県下野市に建設していた栃木工場第2工場棟（栃
木県下野市下石橋170番地）が竣工した。

　新工場は、クラス10万クリーンルームを備え、体
外診断用医薬品・研究用試薬・受託製品などの製造
を担う。鉄骨造2階建塔屋1階で、建築面積は686平
方㍍、延床面積は1222平方㍍。本格稼働は2022年10
月を予定している。


